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既存駅

新　駅

参考：区境（区外所在）駅

　（仮称）雑司が谷駅　＊地下鉄13号線

　板橋駅、落合南長崎駅、新大塚駅、高田馬場駅

対　　象　　駅　　名

（例）
　この計画は、自転車を都市交通手段として位置づけ、その利用に関する駐車施設・自転車道等の環境整備と、利用
者がルールとマナーの向上を図り、放置自転車等のない、歩行者にやさしい安全なまちづくりを進めることを目的とす
る。

（例）
　この計画は、「自転車法」第７条第１項に定める性格を持つ。また、豊島区基本構想・同基本計画、豊島区都市計画マ
スタープラン、交通安全計画等の上位・関連計画等との整合・連携を確保しながら、単に自転車等の駐車対策に留まら
ず、その利用に関する総合的な施策の指針を示すものである。

（例）
　計画の期間は平成１８年度から２７年度までの１０年間である。ただし、社会経済情勢の変化や、区の都市計画・まち
づくりの基本方針などに変更が行われる場合には、必要に応じ見直しを行うものとする。
（計画の期間は平成１８年度から２７年度までの１０年間とし、５年目の平成２２年度終了時点をもって中間見直しを行う
ものとする。ただし、社会経済情勢の変化や、区の都市計画・まちづくりの基本方針などに変更が行われる場合には、
必要に応じ見直しを行うものとする。）

１．総合計画の目的

４．総合計画の対象地域

３．総合計画の期間

２．総合計画の性格

　池袋駅、目白駅、大塚駅、巣鴨駅、駒込駅、下板橋駅、北池袋駅、千川駅、
　要町駅、東長崎駅、椎名町駅、西巣鴨駅、東池袋駅

（例）
　この計画の対象となる区域は、豊島区全域とする。
　なお、自転車等駐車場整備等のハード面での施策における対象鉄道駅は、今後開設が予定される新駅も含め次に示
す区内14駅とし、区境部にある区外所在駅については、所在区の自転車等駐車場の整備・利用状況等を勘案し、連携
を図りながら整備を進めるものとする。

第１章　はじめに

豊島区基本構想・基本計画

即する 都市計画マスタープラン

即する

（仮）豊島区自転車等の駐車対策に関する総合計画

豊島区交通安全計画
等の関連計画

即する

整合

連携
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２．豊島区の放置自転車対策

（例）
　豊島区は、東京都の西北部に位置し、池袋副都心を中心に商業・業務・住宅地が複合する高密度の市街地として発
展してきた。面積は１３．０１平方キロメートルであるが、人口は平成１７年４月１日現在で約２５万人と、我が国でも有数
の人口過密都市となっている。
　また、豊島区においては、池袋駅をターミナルとして都心あるいは郊外へ向かう鉄道路線が多く乗り入れている。大塚
駅、巣鴨駅、駒込駅も交通の結節点となっており、区内のほぼ全域が鉄道駅の徒歩圏に入る。平成１４年度の区内の1
日あたり鉄道駅乗車人員は約１６９万人であり、特に池袋は全国でも第２位となっている。さらに、多数のバス路線が主
要駅を中心に運行されているが、利用者数は年々減少傾向にある。また、道路は未整備な都市計画道路や狭あいな
生活道路が多く残っている。

（例）
　自転車は、手軽で便利な交通手段として多くの人に利用されているが、駅前広場などに大量に放置されると、歩行
者、特に身体に障害のある方や高齢者の通行を妨害するほか、街の景観を壊し、緊急時の救急・消防車輌の通行を妨
げる恐れがあるなど大きな社会問題となっている。豊島区においては放置自転車による問題は特に深刻であり、多くの
駅周辺ではその早急な改善が望まれている。
　平成１６年に東京都生活文化局が実施した駅前放置自転車実態調査によると、池袋駅が２，０７６台で都内ワースト１
位、大塚駅が１，９２５台で２位という極めて不名誉な実態となっている（自転車および５０ｃｃ以下の原付の放置台数）。
一方、池袋駅を除く放置禁止区域指定駅については、放置禁止区域指定後の乗り入れ自転車台数はかなり減少してき
ており、放置禁止区域指定による自転車利用の抑制効果の高さが表われている。また、有料自転車駐車場・無料自転
車置場が新しく設置された駅については放置台数にかなりの減少傾向が見られる。その他の駅には放置台数に大きな
変動は見られない。

１．豊島区の概要

第２章　自転車利用の現状と課題

豊島区の概況

駒込駅

巣鴨駅

大塚駅

池袋駅

目
白
駅

東池袋駅

要町駅

千川駅

椎名町駅

東長崎駅

落合南長崎駅

西巣鴨駅

新大塚駅

北池袋駅

高田馬場駅

＊新大塚駅

＊板橋駅

＊落合南長崎駅

(仮)雑司が谷駅

下板橋駅

板橋区

北区

練馬区

新宿区

中野区

文京区

＊は区外駅

*高田馬場駅

3



　区では、鉄道駅を中心とした区域に無秩序かつ大量に発生した放置自転車等に対応するため、「豊島区自転車等の放置防止に
関する条例」、および有料自転車駐車場の管理等について規定した「豊島区立自転車駐車場条例」を、それぞれ昭和63年4月1日
から施行している。
　これらの条例により、区では対策事業として主に以下の施策・事業を実施している。
(1)有料自転車駐車場等の整備・管理運営
(2)無料自転車置場の設置
(3)放置禁止区域の指定、放置自転車等の撤去活動
(4)各駅周辺の放置自転車クリーン作戦等の実施
(5)放置自転車のリサイクル活用
(6)広報紙、各種イベント等による自転車放置防止の啓発活動
(7)特定の建築物に対する自転車駐車場の附置義務付け

●放置自転車を取り巻く業務の流れ

【１】有料自転車駐車場等の整備、管理運営

　区内には、現在18箇所の区立有料自転車駐車場と2箇所の登録制自転車置場が設置されている。
　始業および終業時間は、その駅の最終電車の時間、深夜の利用状況などを考慮しているため、各施設により異なっている。
　また、自転車駐車場の利用方法は1ヶ月定期購入による利用と、1日券による利用とがある。
　＊定期利用
　　　定期利用登録者には定期利用カードを発行するとともに、定期利用登録ステッカーを自転車に貼付してもらう。
　　　利用料金は月額1,000円から3，000円（学生・一般の別、および駐車場により異なる。）となっている。
　　　また、５０ｃｃ以下の原付バイクが利用できる駐車場もある。利用料金は1,850円から4,500円である。
　＊1日利用
　　　利用者に発行時刻を刻印した1日利用券を発行し、自転車に貼付してもらう。退出時に利用時刻を刻印し、
　　有料・無料の判別をする。料金は100円または150円である。（3時間以内の利用は無料）
　＊登録制自転車置場
　　　幅員の広い区道の歩道や河川敷の一角を暫定活用した有料の登録制自転車置場である。利用料は年額で
　　自転車が5，000円、５０ｃｃ以下の原付バイクが7，500円となっている。
　＊利用料金の減額・免除
　　　以下の事由がある場合には利用料を減額または免除している。
　　　①生活保護法第11条に規定する保護を受けているとき
　　　②利用者が身体障害者または知的障害者であるとき
　　　③児童扶養手当法第4条に規定する児童扶養手当を受けているとき
　　　④その他区長が特に必要があると認めるとき
　＊受付方法
　　　①定期利用については、年度開始前に利用者の受付・抽選を行っている。
　　　②利用受付は、原則として各自転車駐車場で行っている。
　　　③継続利用の受付は利用前月の20日から末日までの間に各自転車駐車場で行っている。

　＜鉄道事業者が設置する有料自転車駐車場＞
　区内には、西武鉄道㈱が設置している自転車駐車場が2駅4箇所ある。また、レンタサイクル事業も行っている。

　＜その他の民間企業が設置する有料駐車場＞
　大規模な自転車有料駐車場として、池袋西口に「メトロポリタン駐車場」が設置されている。

放置自転車の
発生

関係者との調整 自転車駐車場の
整備

告示

放置禁
止区域
の指定

啓発

撤去
の
開始

区内鉄道駅周辺の自転車等放置状況
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【２】無料自転車置場の設置

　自転車置場は、原則として管理人を置かずに駐車スペースを開放している場所で、無料で利用できる。
　区内には現在11箇所の区立無料自転車置場が設置されている。
　＊開業時間
　　　24時間利用可
　＊管理運営方法
　　　基本的に無人であり、巡回指導員や駅周辺整理員（いずれもシルバー人材センターに委託）による自転車整理
　　を適宜行っている。

★鉄道事業者設置有料自転車駐車場

自転車 バイク

1 東長崎南口駐輪場 南長崎5‐33 西武鉄道 171.08 150 1 S63.11.1

2 東長崎レンタサイクル 南長崎5‐33 西武鉄道 610.46 350 S63.11.1

3 東長崎北口第1 長崎4‐6 西武鉄道 119.52 100 S63.12.1

4 東長崎北口第2 長崎5‐1 西武鉄道 260.00 160 H1.6.1

5 椎名町南口駐輪場 南長崎1‐25 西武鉄道 320.00 200 H3.4.25

1,481.06 960 1

名称 所在地 所有 面積
収容台数

開設年月日

★民間有料自転車駐車場

自転車 バイク

1 メトロポリタンプラザ駐輪場 西池袋1-11 ＩＴＢ 1,337.60 1,100 H4.6.10

収容台数
開設年月日名称 所在地 所有 面積

自転車 原付

1 池袋駅北 池袋1-4-20 区 574.61 651 17 S63.4.1

2 池袋駅西 西池袋3-20-1 区 1,767.05 1,151 S63.4.24

3 池袋駅東 東池袋1-50 区 859.61 550 H12.4.1

4 要町駅北 要町1-10-8 民間 213.48 200 10 H3.8.1

5 要町駅南 要町1-4-11 民間 330.83 300 H3.1.15

6 駒込駅北 駒込2-2-2 区 977.10 850 11 H9.8.1

7 巣鴨駅北 巣鴨2-7-11 区 450.43 1,216 20 H13.4.1

8 巣鴨駅第3 巣鴨2‐9 都 146.40 110 10 H13.10.1

9 巣鴨駅南 巣鴨1-13 区 198.57 130 20 H13.4.1

10 千川駅北第1 要町3-44-8 民間 586.96 550 20 H4.7.29

11 千川駅北第2 要町3-55 都 373.02 290 10 H13.7.1

12 千川駅西 要町3-22-11 民間 229.94 200 H5.2.1

13 千川駅南 要町3-9-16 民間 196.10 220 H3.7.1

14 西巣鴨駅 西巣鴨3-26-1 区 388.06 300 H12.7.1

15 南長崎 南長崎4-13-5 区 257.25 270 10 H10.1.4

16 目白駅北 目白3-16 区 467.29 400 20 H14.4.1

17 目白駅西 目白3-4-3 民間 240.80 160 H5.1.18

18 目白駅東 目白1-4-1 区 1,269.25 800 H14.4.1

計：１８駐車場 9,526.75 8,348    148    

1 池袋駅東口グリーン大通り東池袋1～南池袋2 道路上 ２４０ｍ 600 50 H13.10.1

2 神田川第一登録制置場 高田3-9 河川敷 34.54 60 H16.1.5

計：２置場 660 50

★区立有料自転車駐車場

★有料登録制自転車置場

名称 所在地 土地所有 面積
収容台数

開設年月日
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3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

駐車場
収容台数

3,284 4,194 4,194 4,194 4,194 4,194 5,314 5,314 5,314 6,164 7,910 9,110 8,348 8,348

置場
収容台数

1,331 1,499 1,499 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,539 1,539 1,539 1,701 1,830 1,830

登録制
置場
収容台数

600 600 660 660

計 4,615 5,693 5,693 5,901 5,901 5,901 7,021 7,021 6,853 7,703 10,049 11,411 10,838 10,838

★区立自転車駐車施設収容台数の推移（原付を除く）

※駐車場収容台数は、豊島区自転車等駐車場条例施行規則第2条別表に定める収容台数である。
※平成15年度の収容台数の減は、駐車場の一部を保管所に転用したことによるものである。

年度末、駐車施設収容台数の推移
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計

区立自転車駐車施設収容台数合計

区立有料自転車駐車場収容台数

区立無料置場収容台数

有料登録制置場収容台数

★無料自転車置場

自転車 原付

1 北池袋置場 上池袋4-29 都 122.00 122 S56.7.1

2 東池袋置場 南池袋2-49 首都高 308.00 350 S60.10.1

3 池袋駅東口第２置場 東池袋1-49 区 91.40 91 S60.12.20

4 大塚駅北口第１置場 北大塚2-6 区 186.78 193 S59.9.17

5 大塚駅北口第2置場 北大塚2-26 区 164.00 164 S57.3.10

6 大塚駅北口第3置場 北大塚2-3 区 96.90 97 S58.4.1

7 大塚駅北口第4置場 南大塚3-33-4 ＪＲ 168.45 170 H15.1.1

8 大塚駅南口第1置場 南大塚3-34 区 64.90 89 H15.10.1

9 椎名町北口第1置場 西池袋4-39 区 93.01 93 S59.8.15

10 椎名町公園置場 南長崎1-20 区 182.00 200 H14.6.21

11 下板橋置場 池袋本町3-25 都 261.00 261 S58.4.1

計：１１置場 1,738.44 1,830 0

名称 所在地 土地所有 面積
収容台数

開設年月日
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【３】放置禁止区域の指定、放置自転車等撤去活動

　条例により指定された放置禁止区域内に放置されている自転車・原動機付自転車（５０ｃｃ以下。以下「ミニバイク」という）は、条
例に基づく撤去活動の対象となる。
　放置自転車等の撤去活動は、通行の妨げになっている自転車等を整理し、歩行者の安全、街の美観の維持等を目的とするもの
であり、自転車を使用させないようにすることが目的ではない。効果的な撤去方法としては、通勤通学者のような長時間放置の自
転車を対象とすることが考えられる。また買い物等で所有者が近くにいる場合など一時的な駐車は撤去にかからないように、放置
禁止区域内では1時間程度の警告時間を設定している。
　撤去活動の際には広報車で周知を行い、所有者が近くにいる場合には至急移動してもらうよう呼びかけている。
　撤去した自転車は保管所に移送し、40日間保管する。返還の際には撤去保管手数料が必要となる。

　＜放置禁止区域＞
　放置禁止区域は、自転車駐車場の設置状況、自転車の放置状況などを考慮し、鉄道駅を中心として一定の範囲を指定してい
る。
　1)池袋駅西口周辺　　　昭和63年4月指定（平成14年12月拡充）
　2)東長崎駅周辺　　　 　昭和63年11月指定
　3)要町駅周辺　　　　　　平成3年1月指定
　4)椎名町駅南口周辺　 平成3年5月指定
　5)千川駅周辺　　　　　　平成3年8月指定
　6)駒込駅周辺　　　　　　平成9年8月指定
　7)落合南長崎駅周辺　 平成10年2月指定
　8)池袋駅東口周辺　　　平成12年5月指定（平成13年10月拡充）
　9)西巣鴨駅周辺　　　　 平成12月7月指定
10)巣鴨駅周辺　　　　　　平成13年4月指定（平成13年10月拡充）
11)目白駅周辺　　　　　　平成14年4月指定
12)高田馬場駅周辺　　　平成16年4月指定
　＊放置禁止区域内に放置された自転車は条例に基づき即時撤去の対象となる。区の条例に基づく撤去活動は基本的には禁止
区域内のみ対象となるが、この区域以外でも放置状況が甚だしいと認められるときには、別に定められた手順による撤去活動を行
う場合がある。

　＜条例撤去作業＞
(1)放置禁止区域内に放置されている自転車・ミニバイクにステッカーを貼付し、警告する（ステッカーには貼付年月日・時間が押印
してある）。ただし、私道・私有地内、自転車駐車場・置場内のものは対象外となる。
(2)一定時間（概ね1時間、午後は2時間）経過後にステッカーが貼られたままの自転車等を撤去し、区内8箇所の保管所へ搬送す
る。また、ミニバイクの撤去にあたっては車輌を毛布で梱包し、移動中に損傷しないように作業を行っている。一方、自転車が
チェーン錠でガードレール等に固定されている場合は、他の撤去自転車の扱いとの公平性を確保するため、錠を切断して撤去する
（切断したチェーン錠は弁償しない）。
(3)撤去活動の際には広報車で周知を図り、所有者が近辺にいる場合には至急移動してもらうよう呼びかける。
(4)撤去後は、撤去場所の警告看板および自転車保管所の場所を掲示した標示板を置くなどで周知している。

　＜撤去自転車の返還＞
　返還の際には、各保管所にて自転車5，000円、ミニバイク8，000円の手数料を徴収している。保管所の返還業務は、平日が午前
9時から午後7時まで、日曜・祝日が午前10時から午後4時まで（土曜日および年末年始は休業）となっており、その業務については
（社）豊島区シルバー人材センターに委託している。
　1週間程度経過しても所有者が引き取りに来ない場合は、防犯登録番号により所轄の警察署に対し、所有者の照会を文書で行
い確認のうえ通知している。
　40日間の保管期限を経過しても所有者が引き取りに来ない自転車については、一部はリサイクル自転車として再生し、海外譲
与・区民販売等により再利用するが、大半は廃棄処分となる。（なお、自転車の点検・整備は千川自転車再生所においてシルバー
人材センター委託職員が行っている。）

★自転車等保管所

自転車 バイク

1 上池袋保管所 上池袋4-29 都 383.00 420 S63.4.1

2 南長崎保管所 南長崎5-3 区 575.12 500 S63.11.1

3 北池袋保管所 池袋本町4-50 区 580.44 500 H2.9.1

4 池袋駅西駐車場内保管所西池袋3-20-1 区 717.06 450 H3.5.10

5 池袋3丁目保管所 池袋3-58 区 1,267.00 850 H9.8.4

6 東池袋5丁目保管所 東池袋5-44 区 708.96 500 H12.5.1

7 千早4丁目保管所 千早4-7 区・教委 1,200.00 1,000 H13.3.11

8 西巣鴨保管所 西巣鴨4-14 首都高 496.50 360 H15.6.18

5,928.08 4,580 0

名称 所在地 所有 面積
収容台数

開設年月日
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【４】各駅周辺の放置自転車クリーン作戦等の実施

　放置禁止区域が指定されていない駅周辺において、自転車の放置状況が甚だしい場合には、区職員および（社）シルバー人材
センター委託職員により、利用者に適正利用を呼びかける「放置自転車クリーン作戦」を実施している。

　＜区民等からの苦情による処理＞
　放置禁止区域外で区民等から電話やはがきで公道上の放置自転車について苦情が寄せられるなど、放置による被害が著しいと
認められるときには、条例に定められた別の手順により警告を行い、相当期間の警告後も状況が改善されない場合に撤去を行っ
ている。
　苦情による警告、処理は区内全域について行っているが、私道・私有地等については、原則として土地の所有者に管理・整理を
要請している。また、不必要な自転車の処分は清掃事務所に個別に要請するように指導している。

【５】放置自転車のリサイクル活用

　区で撤去・保管している自転車のうち、保管期間の40日間を過ぎても引き取り手のないものについては、基本的には民間業者に
処理依頼しているが、まだ十分に使用できるものについては点検・修理をしてリサイクル自転車として区民販売・海外譲与などに再
生利用している。
(1)区民販売
　再生可能な良質な自転車を（社）シルバー人材センター、自転車商組合に無償譲渡し、センターで再生後、希望者に販売してい
る。（平成16年度販売実績　466台）
(2)海外譲与
　自転車が高価で品薄なために、その必要性が高いにもかかわらず、入手が困難なアフリカ、中南米、東南アジアなどの開発途上
国で有効活用してもらうため、再生自転車海外譲与自治体連合会（ＭＣＣＯＢＡ：ムコーバ）を発足し、（財）家族計画国際協力財団
（ＪＯＩＣＦＰ：ジョイセフ）と協力して家族計画・寄生虫予防・栄養改善などの保健事業をはじめとする地域開発に役立たせるべく、リ
サイクル自転車の譲与活動を行っている。（平成16年度譲与実績　560台）

当日

１６年度撤去実績： 45,831 ・撤去台帳作成
自 転 車 45,616
原 付 自 転 車 215

・所有者照会

・保管通知発送

１６年度返還実績： 28,018
自 転 車 27,810 61%
原 付 自 転 車 208 97%

１６年度リサイクル実績： 1,026 海外譲渡先
区 民 販 売 466 ガーナ 50 台
海 外 譲 渡 560 カンボジア 50 台

タンザニア 125 台
カメルーン 25 台
ルワンダ 100 台
コンゴ 25 台
ザンビア 75 台
スリランカ 110 台

１６年度廃棄実績： 16,787
自 転 車 16,780
原 付 自 転 車 7

（廃棄はパッカー車により粉砕処分している。）

40日間
保管

　★撤去から返還、リサイクル、廃棄等までの行程

（防犯登録番号から調査依頼
書（警察署別）を作成し、各警
察署に調査を依頼する。）

（警察から回答のあった所有
者の住所宛、保管自転車の引
取りについて案内する。）

（搬入された全ての自転車の
防犯番号、斜体の特徴を記
載）

放 置 自 転 車 撤 去

引
き
取
り

引
き
取
り
な
し

廃 棄

返 還

リサイクル
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4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

返還 13,246 13,940 15,962 16,640 17,418 16,285 15,814 16,098 17,307 23,286 27,225 31,790 27,810

廃棄 2,676 2,990 2,452 3,321 3,215 4,631 5,086 4,549 5,538 10,533 12,477 15,044 16,780

リサイクル 1,164 783 1,361 635 610 992 882 910 1,090 1,593 1,235 1,051 1,026

計 17,086 17,713 19,775 20,596 21,243 21,908 21,782 21,557 23,935 35,412 40,937 47,885 45,616

★各年度別、撤去台数と撤去後の状況の推移（自転車）

13,246

2,676

1,164

17,086

13,940

2,990

783

17,713

15,962

2,452

1,361

19,775

16,640
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4,631

992
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5,086

882
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16,098

4,549

910
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17,307
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23,935
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1,593

35,412

27,225
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撤去自転車と撤去後の状況の推移

計

リサイクル

廃棄

返還

16年度　撤去自転車の撤去後の状況

リサイクル
2%

返還
61%

廃棄
37%
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遊　　技　　場
店舗面積が300㎡を
超えるもの

　店舗面積15㎡ごとに1台
（店舗面積が5，000㎡を超える部分については店
舗面積30㎡ごとに1台）

スーパーマーケット
その他の大規模店舗

　店舗面積25㎡ごとに1台
（店舗面積が5，000㎡を超える部分については店
舗面積50㎡ごとに1台）

店舗面積が400㎡を
超えるもの

★中高層集合住宅建築指導条例に基づく自転車駐車場の附置義務

施設の用途 施設の規模
自転車駐車場の規模

（1台に満たない場合は切り上げる）

共同住宅（寄宿舎等を含む）
3階かつ住戸数が15戸
以上のもの

　1住戸ごとに1台
（駅から500ｍ以内の共同住宅で29㎡未満の住戸
については2住戸あたり1台以上）

　店舗面積20㎡ごとに1台
（店舗面積が5，000㎡を超える部分については店
舗面積40㎡ごとに1台）

【７】特定の建築物に対する自転車駐車場の附置義務付け

　区は、放置防止条例に基づき、商業地域および近隣商業施設において遊技場、スーパー、百貨店、銀行などの施設を新増築す
る者に対する自転車駐車場の設置を義務付けている。（平成17年3月末現在：44箇所3，578台分）
　また、一定規模以上の共同住宅の建設の際にも、中高層集合住宅建築指導条例により、建築主に対する自転車駐車場の設置
を義務付けている。

百　　貨　　店
店舗面積が1，200㎡を
超えるもの

　店舗面積60㎡ごとに1台
（店舗面積が5，000㎡を超える部分については店
舗面積120㎡ごとに1台）

銀行等金融機関
店舗面積が500㎡を
超えるもの

【６】広報紙、各種イベント等による自転車放置防止の啓発活動

　区では、自転車の放置防止の周知を図るため、主に次の啓発活動を行っている。
　①広報、区ホームページによる放置防止の啓発、放置禁止区域、自転車駐車場の案内
　②「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」の実施
　　　主要な駅において地元町会、商店会、所轄警察署、鉄道事業者等の関係機関と協力し、放置自転車に対する
　　啓発チラシの貼付や、自転車駐車場への誘導などを行っている。

施設の用途 施設の規模
自転車駐車場の規模

（1台に満たない場合は切り捨てる）

★放置防止条例に基づく自転車駐車場の附置義務

３．経費の支出と自転車等利用の実態

【１】自転車等対策事業に関する経費の支出の現状

　過去１０年間の区における自転車等対策事業に要した経費の推移は次のとおりである。面積および人口等の違いを考慮しても
他区と比較すると、放置台数や事業に要する経費の支出額がかなり多くなっていることがわかる。

（単位：百万円）

豊島区 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

放置自転車撤去等の費用　　　　　　 57 76 73 73 63 63 62 45 61 83 116 106 107

保管所管理運営経費　　　 36 35 34 35 35 41 43 40 47 54 52 56 61

置場の管理他経費　　　　　　　　　　　 68 71 67 72 52 45 41 35 29 30 26 8 14

駐車場管理運営経費　　 316 316 331 332 329 339 333 329 322 346 367 338 362

駐車場・置場の建設経費　　 46 2 16 109 416 197 226 901 523 213 2 5 330

保管所の整備　　　　　　　　　　　　 3 1 11 7 19 20

事業費計 526 500 522 621 895 696 705 1,357 982 726 582 533 874

自 転 車 対 策 経 費 の 推 移

＊人件費・公債償還費・その他経費を除く。

■（仮）自転車対策関係事項各区比較（平成１６年度東京都生活文化局調べ）
　　 (人口(外国人登録人口も含む）、面積は平成1６年1月1日現在）
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【２】自転車・原付の登録台数

　区内の自転車防犯登録台数及び原動機付自転車（排気量５０ｃｃ以下）の登録台数は下表のとおりである。自転車については区
民0．76人あたり約1台、原動機付自転車は27人あたり約1台の登録状況となっている。自転車に関しては区民人口を大きく超える
保有台数となっている。

＊自転車の登録台数は平成15年12月24日現在（警視庁交通年鑑調べ）
＊原付の登録台数は平成16年4月1日現在
＊区の人口は平成16年1月1日現在（住民基本台帳人口　236，041人、外国人登録人口　16，833人）

　①自転車防犯登録台数
　　　　３２９，９１１台

　②原付登録台数
　　　　　　９，５６８台

　③豊島区の人口
　　　　２５２，８７４人

　区民約０．７７人あたり1台

　区民約２７人あたり1台

面積
(k㎡)

人口
（人）

予算額
（千円）

公設駐車場
等収容可能
台数

公設駐車場
等設置数

自転車等年
間撤去台数

自転車等乗
り入れ台数

放置台数
適正駐車台
数

公設駐車場
等１箇所あた
り平均収容
台数

面積１K㎡あ
たり放置自転
車台数

人口千人あ
たり放置自転
車台数

人口一人あ
たり予算額
（円）

自転車等乗
り入れ台数１
台あたり予算
額（円）

A B C D E F Ｇ（Ｈ＋Ｉ） Ｈ Ｉ D／E Ｈ／Ａ Ｈ／Ｂ C／B C／G

千代田区 11.64 43,515 27,354 1,357 12 2,601 2,062 1,130 932 113.1 97.1 26.0 629 13,266

中央区 10.15 75,241 102,800 3,339 11 3,050 6,625 4,079 2,546 303.5 401.9 54.2 1,366 15,517

港区 20.34 176,552 224,183 3,294 11 8,252 6,908 5,191 1,717 299.5 255.2 29.4 1,270 32,453

新宿区 18.23 315,869 261,077 5,904 24 34,873 7,568 3,513 4,055 246.0 192.7 11.1 827 34,497

文京区 11.31 180,689 80,137 1,997 16 6,829 4,350 3,109 1,241 124.8 274.9 17.2 444 18,422

台東区 10.08 166,207 247,883 4,587 18 19,020 11,877 8,454 3,423 254.8 838.7 50.9 1,491 20,871

墨田区 13.75 223,961 253,967 9,804 35 17,130 12,995 3,882 9,113 280.1 282.3 17.3 1,134 19,543

江東区 39.48 390,593 663,376 17,816 44 30,117 21,121 5,891 15,230 404.9 149.2 15.1 1,698 31,408

品川区 22.72 334,603 389,480 10,615 36 25,980 10,472 2,612 7,860 294.9 115.0 7.8 1,164 37,193

目黒区 14.70 258,258 163,186 6,951 25 18,566 8,193 3,624 4,569 278.0 246.5 14.0 632 19,918

大田区 59.46 666,346 607,785 24,093 57 61,107 25,126 2,400 22,726 422.7 40.4 3.6 912 24,189

世田谷区 58.08 829,968 1,217,862 24,736 54 69,390 36,977 9,601 27,376 458.1 165.3 11.6 1,467 32,936

渋谷区 15.11 208,103 170,657 5,341 20 18,167 7,676 4,281 3,395 267.1 283.3 20.6 820 22,233

中野区 15.59 321,010 385,995 14,256 24 37,044 13,257 1,696 11,561 594.0 108.8 5.3 1,202 29,116

杉並区 34.02 533,460 958,567 28,857 52 57,114 29,320 6,654 22,666 554.9 195.6 12.5 1,797 32,693

豊島区 13.01 252,874 889,788 11,036 31 53,957 14,715 6,536 8,179 356.0 502.4 25.8 3,519 60,468

北区 20.59 340,507 294,933 15,280 30 24,799 16,416 3,737 12,679 509.3 181.5 11.0 866 17,966

荒川区 10.20 193,494 209,193 6,118 14 14,201 7,987 1,593 6,394 437.0 156.2 8.2 1,081 26,192

板橋区 32.17 528,939 791,854 18,556 58 26,164 22,809 8,877 13,932 319.9 275.9 16.8 1,497 34,717

練馬区 48.16 670,483 879,800 30,829 64 38,893 40,271 7,104 33,167 481.7 147.5 10.6 1,312 21,847

足立区 53.20 638,554 342,936 21,078 24 31,748 37,549 3,696 33,853 878.3 69.5 5.8 537 9,133

葛飾区 34.84 432,816 239,222 25,612 38 34,777 27,048 3,208 23,840 674.0 92.1 7.4 553 8,844

江戸川区 49.86 639,296 508,631 37,250 43 60,805 39,570 4,210 35,360 866.3 84.4 6.6 796 12,854

２３区平均 26.8 366,145.1 430,898.5 14,291.6 32.2 30,199.3 17,864.9 4,568.6 13,296.3 409.5 224.2 16.9 1175 25055

区名

■（仮）自転車対策関係事項各区比較（平成１６年度東京都生活文化局調べ）
　　 (人口(外国人登録人口も含む）、面積は平成1６年1月1日現在）

＊公設駐車場等は、区の直営または区の出資による第三セクター運営のもの（無料のものを含む）　＊乗り入れ台数は原付を含む　＊都集計では自転車の放置台数が１００台に満たない駅はカウントしていない　＊撤
去台数は平成１５年度（長期放置で「ゴミ」等として処分したものも含む）　＊予算額は施設維持管理費および撤去関連経費、駐車施設建設費以外のその他の事業経費も含む
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区分 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
放置 3,022 2,354 1,662 2,056 2,290 2,630 3,924 4,582 3,596 2,584 2,312 2,183 2,076
適正駐車 1,110 1,301 1,156 1,777 1,315 1,757 987 969 1,334 1,686 1,920 1,897 2,048

計 4,132 3,655 2,818 3,833 3,605 4,387 4,911 5,551 4,930 4,270 4,232 4,080 4,124
放置 816 984 837 1,244 1,387 155 142 138 157 146 129 166 72
適正駐車 263 191 145 182 0 492 412 369 304 289 353 258 197

計 1,079 1,175 982 1,426 1,387 647 554 507 461 435 482 424 269
放置 2,802 2,794 2,745 2,841 2,746 3,176 2,733 3,360 3,338 1,295 1,111 922 772
適正駐車 0 0 0 0 469 516 596 614 159 742 827 815 792

計 2,802 2,794 2,745 2,841 3,215 3,692 3,329 3,974 3,497 2,037 1,938 1,737 1,564
放置 1,796 2,078 890 1,176 1,260 1,349 1,245 1,838 1,638 1,908 2,098 1,904 1,925
適正駐車 634 659 924 847 819 1,019 952 822 621 805 820 853 851

計 2,430 2,737 1,814 2,023 2,079 2,368 2,197 2,660 2,259 2,713 2,918 2,757 2,776
放置 1,095 1,088 613 936 1,003 1,086 1,088 983 1,277 1,372 212 158 97
適正駐車 544 701 873 1,209 1,098 1,370 874 857 702 737 1,300 1,035 1,045

計 1,639 1,789 1,486 2,145 2,101 2,456 1,962 1,840 1,979 2,109 1,512 1,193 1,142
放置 612 358 296 326 600 563 588 541 420 737 269 521 397
適正駐車 286 313 322 335 383 313 328 456 246 456 280 365 331

計 898 671 618 661 983 876 916 997 666 1,193 549 886 728
放置 1,569 1,898 1,499 2,329 1,857 1,663 1,478 1,637 1,095 1,425 582 460 495
適正駐車 0 28 106 120 105 162 173 157 620 2,294 695 1,051 797
計 1,569 1,926 1,605 2,449 1,962 1,825 1,651 1,794 1,715 3,719 1,277 1,511 1,292
放置 51 143 123 107 86 107 103 314 178 161 150 165 136
適正駐車 442 550 480 569 550 434 311 292 287 255 584 668 607

計 493 693 603 676 636 541 414 606 465 416 734 833 743
放置 72 282 189 197 173 246 179 182 269 147 117 103 93
適正駐車 300 251 263 264 266 631 276 418 176 181 481 221 181

計 372 533 452 461 439 877 455 600 445 328 598 324 274
放置 1 12 0 0 36 56 65 110 93 83 82 74 78
適正駐車 111 117 97 123 122 106 120 131 108 125 112 122 117

計 112 129 97 123 158 162 185 241 201 208 194 196 195
放置 5 6 0 0 34 25 20 31 26 28 46 61 22
適正駐車 355 385 351 403 387 456 435 466 434 448 432 572 412

計 360 391 351 403 421 481 455 497 460 476 478 633 434
放置 999 1,023 723 991 945 971 747 887 93 191 177 78 62
適正駐車 0 0 0 0 0 0 0 0 169 158 143 144 120

計 999 1,023 723 991 945 971 747 887 262 349 320 222 182
放置 0 0 0 0 0 0 16 82 85 29 18 13 23
適正駐車 0 0 0 0 0 0 140 178 185 234 246 206 251

計 0 0 0 0 0 0 156 260 270 263 264 219 274
放置 315 240 210 296 619 365 371 346 406 301 368 514 406
適正駐車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 315 240 210 296 619 365 371 346 406 301 368 514 406
放置 349 289 280 336 228 324 295 435 442 389 394 453 402
適正駐車 117 157 184 184 189 145 122 153 154 238 237 295 266

計 466 446 464 520 417 469 417 588 596 627 631 748 668
放置 151 291 239 357 216 433 503 848 839 502 299 326 436
適正駐車 406 405 446 471 456 452 384 367 338 340 314 313 258

計 557 696 685 828 672 885 887 1,215 1,177 842 613 639 694
放置 466 172 66 185 293 435 256 532 389 334 404 444 428
適正駐車 902 1,124 934 1,031 1,062 1,191 1,034 878 894 1,042 909 982 984

計 1,368 1,296 1,000 1,216 1,355 1,626 1,290 1,410 1,283 1,376 1,313 1,426 1,412

年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

放置 11,625 11,516 8,367 10,426 10,697 10,993 11,300 14,240 12,335 9,140 7,531 7,037 6,599
適正駐車 5,184 5,841 5,853 7,060 6,733 8,569 6,503 6,336 5,680 7,046 8,432 8,175 7,878
計 16,809 17,357 14,220 17,486 17,430 19,562 17,803 20,576 18,015 16,186 15,963 15,212 14,477
年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
放置 14,121 14,012 10,372 13,377 13,773 13,584 13,753 16,846 14,341 11,632 8,768 8,545 7,920
適正駐車 5,470 6,182 6,281 7,515 7,221 9,044 7,144 7,127 6,731 10,030 9,653 9,797 9,257
計 19,591 20,194 16,653 20,892 20,994 22,628 20,897 23,973 21,072 21,662 18,421 18,342 17,177

東武

北池袋

下板橋

大塚

池袋

駅名

＊板橋

＊高田
馬場

西武

椎名町

千川

要町

＊は区境（区外所在）駅。落合南長崎駅は平成9年12月に開業のため、平成9年度までデータなし。

東京
地下
鉄

＊新大
塚

巣鴨

ＪＲ
東日
本

東長崎

共通

都営

西巣鴨

＊落合
南長崎

駒込

合　計

区内駅計

東池袋

目白

【３】駅別自転車等乗り入れ台数の推移（東京都生活文化局調べ）

　鉄道駅の周辺に乗り入れられる1日あたりの自転車等の台数は、下表のとおりである。区内駅および区境（区外所在）駅とも、平
成11年度をピークに緩やかな減少傾向にある。

「放置」は、東京都による一斉調査（毎年10月、晴天の平日、午前11時）の自転車および５０ｃｃ以下の原付の合計数である。
「適正駐車」は、調査日において自転車駐車場・置場等に駐車されていた自転車および５０ｃｃ以下の原付の合計数である。
「計」が駅別の乗り入れ台数となる。
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※駅に乗り入れる自転車のパターン

■豊島区における自転車利用実態の特性と問題点

（１）自転車利用のパターン分類

●区内各駅において、放置禁止区域全体にわたって放置自転車が発生している。放置自転車の発生している道路は、広幅員道路
の歩道だけでなく、狭隘な道路にも発生しており、歩行者にとって通行の障害となっている。
●自転車利用の目的は、通勤・通学だけでなく買い物・食事・娯楽等の比率も高くなっていることから、鉄道利用の端末交通手段と
いう利用だけでなく、短中距離の移動交通手段として利用されていることが分かる。
●自転車駐車場の利用者は、鉄道の端末交通手段としての利用比率が高いのに対し、放置自転車の利用者は、駅や曜日によって
は鉄道を利用しない人の比率が高くなる場合もあり、駅周辺に立地する店舗等の利用を目的とした自転車利用が、放置自転車発生
の要因の一つであることがわかる。
●自転車を鉄道利用の端末交通手段として利用している場合、自転車以外の交通手段を利用しない場合に比べて、移動時間も付
加されることもあり、駐車時間が長くなる傾向がある。
●自転車駐車場等に駐車する自転車は、放置自転車に比べて、駐車時間が長く、通勤・通学を目的とする鉄道利用の端末交通手
段として利用比率が高くなっている。
●通勤・通学のように日常性が高く、駐車時間が長くなる場合は、自転車駐車場等を利用する人が多く、休日の買い物など日常性
が低い場合や日々の買い物などのように日常性が高い場合のどちらでも、放置自転車となるという傾向のあることが明らかである。
●このような利用実態から、駅に乗り入れる自転車は、駐車時間と日常性の点から、下図に示す４パターンに分類できるものと考えら
れる。

【４】自転車利用者及び駅別自転車乗り入れ状況の詳細分析

　前述した東京都生活文化局が実施する各駅ごとの自転車等の乗り入れ台数調査に加え、区ではさらに放置および自転車の利
用実態を詳細に把握するため、平成14年度と平成16年度の2回にわたり、区内駅周辺地区において、自転車駐車場の利用状況と
放置自転車の実態調査、自転車利用者の意識調査を行い、結果を分析した。
　調査結果は別記資料のとおりである。

パターン１
通勤・通学目的で鉄道
利用の端末交通手段と
して利用するパターン
↓
長時間駐車
現在の自転車駐車場の
主な利用者

パターン３
買い物・飲食等の目的で鉄道を利用しないパターン
↓
短時間駐車
放置自転車のうち大きな割合を占めると考えられる

パターン２
買い物・飲食等の目的
で鉄道利用の端末交通
手段として利用するパ
ターン
↓
中～長時間駐車
放置自転車となってい
る可能性が高い

パターン４
中～長時間駐車

短い

駐
車
時
間

低い 高い日常性

長い

パターン４
中～長時間駐車

通勤・通学目的で鉄道を
利用しないパターン
→中～長時間駐車
台数は少ないが放置自転
車になっている可能性が
高い

パターン１
通勤・通学目的で鉄道
利用の端末交通手段と
して利用するパターン
↓
長時間駐車
現在の自転車駐車場の
主な利用者

パターン３
買い物・飲食等の目的で鉄道を利用しないパターン
↓
短時間駐車
放置自転車のうち大きな割合を占めると考えられる

パターン２
買い物・飲食等の目的
で鉄道利用の端末交通
手段として利用するパ
ターン
↓
中～長時間駐車
放置自転車となってい
る可能性が高い

パターン４
中～長時間駐車

短い

駐
車
時
間

低い 高い日常性

長い

パターン４
中～長時間駐車

通勤・通学目的で鉄道を
利用しないパターン
→中～長時間駐車
台数は少ないが放置自転
車になっている可能性が
高い
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（２）自転車利用実態からみた区内各駅の特性

●自転車利用のパターン分類をふまえて、区内各駅に乗り入れる自転車をパターン分類することにより、主要駅を類型化する。
●分析の結果として、次のような類型に区分することができる。

●パターン１は、通勤・通学目的で平日に日常的に長時間駐車をする利用者数の多いパターンである。このパターンの利用者は、
有料登録制の運用形態をとっている自転車駐車場の利用者の大半を占めている。しかし、一部の駅では、自転車駐車場の収容台
数が絶対的に不足しているために放置自転車となっていることが考えられ、本パターンの自転車等を収容可能な自転車駐車場等の
整備が必要になっている。

●パターン２は、買い物・飲食等を目的として、主に休日に自転車を鉄道端末の交通手段として利用するパターンであり、鉄道を利
用することからも比較的長い駐車時間となるものと考えられる。しかし、休日主体の利用で、有料の自転車駐車場を常時利用する割
合が低く、放置自転車となっている可能性が高い。このような利用に対しては、無料の駐車場を整備することなどの対策を講じること
が必要だと考えられるが、利用者のモラル向上を図ることを前提とする必要がある。

●パターン３は、買い物・飲食等を目的とした駐車であり、利用する施設によって駐車時間に幅があると想定される。例えば、金融機
関のような施設の場合、１台の駐車時間は短時間であるが、利用者が多いために日常的に多くの放置自転車が発生し、パチンコ店
のような娯楽施設の利用の場合、１台の駐車時間が長くなるために、放置自転車が多くなるというといったことが考えられる。
　また、本パターンの特徴として、自転車駐車場等の収容台数に余裕があっても利用せず施設近辺に駐車するなど、放置自転車と
なる可能性が高い。
　このような利用形態に対して、現状では特定の施設について、条例による自転車駐車場の整備を義務づけることにより対応してい
るが、既存建物の施設内容が変更される場合には自転車駐車場等を新たに整備することが難しいこと、附置義務の対象となってい
る施設の内容が少ないこと、使いやすい場所に設置されていない場合や自転車駐車場等であることが分かりにくいなどの問題があ
り、放置自転車の解消には至っていないのが現状である。
　今後は、既存施設に対する附置義務の適用、附置義務自転車駐車場等の適正な配置と運用などについて検討することが必要で
ある。

●パターン４は、最も利用台数が少ないと考えられるパターンであるが、池袋駅のように駅周辺にオフィス、専門学校、予備校などが
立地している場合、そこへの通勤・通学を目的とした駐車も発生していると考えられる。
通勤・通学を目的としているために、長時間駐車となることが考えられること、現在の自転車駐車場の附置義務は、施設利用者を対
象としているために、通勤・通学者のための自転車駐車場はほとんど整備されていないことから、放置自転車となっている可能性が
高い。このような利用に対応していくためには、附置義務対象施設の拡大、登録自転車駐車場の利用への転換を促すモラル向上を
図ることが必要になる。

類型１：パターン１・パターン２の比率が高く、パターン３の比率が小さい駅

　この類型に属するのは池袋駅、駒込駅であり、ターミナル性の高い駅が相当する類型だと考えられる。

類型２：パターン１の比率が高く、パターン２・パターン３の比率が小さい駅
　この類型に属するのは大塚駅、目白駅、椎名町駅であり、通勤・通学目的の鉄道利用の端末交通手段として
の自転車乗り入れが大半を占めることから、駅勢圏が広く、平日の乗降客数の多い駅が相当する類型だと考え
られる。

類型３：パターン１およびパターン３の比率が高い駅
　この類型に属するのは巣鴨駅、東長崎駅、東池袋駅、要町駅、千川駅である。通勤・通学目的の鉄道利用の
端末交通手段としてだけでなく、駅周辺の商店街を日常的に利用する人も多い駅であり、住宅市街地に位置す
る郊外駅が相当する。
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４．自転車の利用にあたっての課題

（例）
　区では、昭和６３年の条例制定以後、今日に至るまで様々な放置自転車対策事業に力を入れてきた。整備してきた自
転車駐車場・登録制有料置場・無料置場は併せて３１箇所で約1１，000台分、撤去した自転車の保管所は８箇所で約
4,600台分、１２箇所の放置禁止区域の指定、そして放置自転車の撤去台数は近年では年間45,000台を超える。また、
発展途上国への再生自転車無償譲渡や、リサイクル販売なども相当の実績を残してきた。そして、ハード面・ソフト面を
併せたこれらの経常的な対策事業には、ここ10年間で約80億円もの経費を負担してきた。この経費の面では、平成16年
度予算額で比較をしても、人口1人あたり投入している額は東京23区でも飛びぬけて高い数値となっている。
　にもかかわらず、平成11年度の放置自転車台数の全国調査では池袋駅がワースト１位、巣鴨駅がワースト4位という不
名誉な記録を残している。近年では放置自転車数は緩やかな減少傾向にあるも、平成16年度の調査では池袋駅が都内
ワースト1位、大塚駅がワースト2位という、依然として深刻な状況にある。
　自転車は、自宅から目的地まで自分の意思で自由に移動でき、また地球環境に与える負荷が非常に少ない、本来は
推奨されるべき乗り物である。しかし、本区のような過密な都市では、そのルールやマナーを守らないと、幹線道路や繁
華街、細街路の別なく深刻な人身事故を引き起こす可能性もある。また、放置自転車は、歩行者、特に障害者や高齢者
などのいわゆる「交通弱者」の通行の妨げとなり、まちの美観を損ね、時には緊急車輌の通行や災害時の緊急活動の妨
げとなるなど、決して無視できない重大な社会問題であると言わざるを得ない。
　自転車の利用を巡る様々な問題に解決にあたっては、歩行者等への配慮と他の交通手段との関係から、まず自転車
の位置づけを明確にし、自転車の安全利用・効果的な放置自転車対策の推進・関連施設の整備の推進という３つの観
点から体系的に検討し対策を講じていくことが必要である。

＜議論のポイント＞

・駅を中心に自転車の乗り入れ台数が多いこと。
・毎年何億もの放置対策経費をかけているにも関わらず、放置自転車問題の解消には至っていないこと。
・自転車の安全利用・適正駐車等がされていないこと。
・駐車場の整備が足りていないこと。
・過密都市ゆえ「空間の利用」が限られていること。

メモ
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１．基本的理念

＜議論のポイント＞

・歩行者（特に交通弱者）に対して配慮すべき意見が多数でたこと。
・自転車は車と同じように、立派な「交通手段」であること。
・都市の移動手段として重要な役割を持つものであること。

（例）

「自転車は、歩行者をやさしく気づかい、ルールとマナーを守って利用する、交通手段」

　区では自転車を、歩行者、特に障害を持つ人や高齢者等の「交通弱者」の安全確保の観点から、自転車利用のルールとマナーを
守るべき交通手段として位置づけを図り、それぞれの主体が適切な役割分担と責務に応じた適切な施策を推進する。

第３章　計画の基本的理念

メモ
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＜議論のポイント＞

①自転車利用をどう考えるか
・歩行者、特に障害者や高齢者等の交通弱者にやさしい自転車利用
・地域特性に応じた自転車利用
・代替交通手段の検討
②放置自転車をどう解消するか
・効果的撤去活動の推進
・放置禁止区域の指定
・駐車場への利用誘導
③施設設備をどう推進するのか
・駐車場の適正な整備目標の設定
・駐車場の整備
・附置義務の強化
・走行環境の整備

（例）
【１】自転車利用に関する方針
　歩行者にやさしい適切な自転車利用を促すため、自転車利用者の責務を明確にするとともに、家庭や学校等の教育機関でのマ
ナー啓発や指導の充実を図る。
　また、今後の自転車の乗り入れ台数の上昇や駐車需要の増大が見込まれるような地域については、自転車に変わる代替交通手
段への利用誘導を図る。
【２】放置自転車問題に関する方針
　放置自転車の減少に向け目標を定め、現行の撤去活動を維持・拡充するとともに、放置自転車の受け入れ先となる保管所の拡大
を図っていく。
　また、鉄道駅周辺の放置禁止区域については自転車駐車場等の施設の整備に併せ暫時見直し・拡充を図り、放置禁止区域の指
定をしていない駅周辺については、駐車施設の整備に併せて地域住民の合意を得て放置禁止区域の指定していく等、放置の規制
および撤去活動の強化を図る。
　さらに、駐車場の利用状況に応じて、その利用の優先順位付けや、駐車施設への利用誘導を図る。
【３】施設整備に関する方針
　自転車の乗り入れの現状から各駅ごとに駐車需要を予測し、その整備目標を定め駐車場の適正な整備に努める。さらに附置義務
の対象、設置方法等について再検討し、駐車場の確保に努める。
　また、自転車の走行環境を整備するため、歩道の駐車スペースへの活用や、新しい都市計画道路の整備に伴い自転車走行レー
ン等の走行環境の整備に努める。

２．基本方針

メモ
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（１）自転車利用者に対するルール・マナーの普及啓発

　①自転車利用者の責務
　②整理誘導員の配置強化
　③関係機関への啓発活動
　④教育現場・高齢者施設等での安全指導の継続実施
　⑤区報・ホームページ・ＣＡＴＶ等による意識向上の啓発
　⑥放置自転車クリーンキャンペーン等の継続実施
　⑦自転車の歩道通行の検証・見直し
　
（２）代替交通手段の検討
　
　①バス等の他の代替交通手段利用の推進
　②歩く大切さのＰＲ
　③レンタサイクルシステムの検証

（例）

（１）違法駐輪防止の徹底

　①放置自転車の減少目標の設定
　②効率的な撤去活動の推進
　③原因者負担の適正化
　④保管場所の維持・拡大
　⑤返還事務の効率化
　⑥新たな放置禁止区域の指定
　⑦道路交通法に基づく指導強化
　⑧撤去自転車のリサイクル事業の維持・推進
　⑨放置禁止区域以外の放置自転車撤去の強化
　
（２）駐車場の効果的利用方法の検討

　①遠距離利用者に対する優先順位の設定
　②駐車場への利用誘導
　③効率的駐車場運営の検討

（１）自転車駐車施設の整備

　①自転車乗り入れ台数の適正予測
　②自転車利用者の駐輪需要の把握
　③各駅ごとの自転車駐車場の整備目標の設定
　④条例による附置義務駐車場の整備の徹底・対象の拡大
　⑤民間による駐車場整備の推奨
　
（２）鉄道事業者の講ずる措置

　①用地に関する情報の提供
　②駐車場の計画における事前調整
　③用地の提供・駐車場の整備

（３）自転車走行環境の整備

　①自転車道を含む交通ネットワークの整備
　②自転車と歩行者の分離

１．適正な自転車利用の推進について

２．放置自転車の整理、撤去、保管、処分など違法駐輪対策等の推進について

３．駐車施設・走行環境の整備の推進について

第４章　施策の体系
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・実施状況を検証し、放置の多い駅を中心に効果的に配置

実施期間（前後期に分ける等）

１．適正な自転車利用の推進について

（１）自転車利用者に対するルール・マナーの普及啓発

②整理誘導員の配置強化
　区は、指定された放置禁止区域内の自転車放置防止のため、現在実施している自転車駐車場や無料置き場への整理誘導員に
ついて、その効果を十分に検証した上で、その効率的配置および自転車利用者への啓発実施を推進していく。

③関係機関への啓発活動
　区は、日頃から鉄道事業者や商店街など、多数の集客施設を有する各種団体に対する啓発活動を進め、自転車駐車対策に対す
る意識の向上を図る。

①自転車利用者の責務
　自転車利用者は、その運転にあたっては、法令を遵守し、歩行者の安全を確保することを責務とする。
　また、放置をせず駐車施設の利用を徹底するとともに、至近距離の移動については、障害者等でやむを得ず自転車を移動手段と
して使わざるを得ないような人以外は、自転車の利用を控えることを心がける。
　さらに、自転車の防犯登録および住所・氏名等の記載を徹底し、盗難時の円滑な連絡体制の構築に協力する。

①バス等の他の代替交通手段利用の推進
　区は、自転車の乗り入れ台数と駐車場等整備の状況を踏まえ、バスや都電など自転車に変わる代替交通手段となりうる事業者と
協力し、その利用環境の向上に努める。

④教育現場・高齢者施設等での安全指導の継続実施
　区と警察は互いに連携し、学校・保育園・高齢者施設などの現場において自転車の安全運転等のルールや駐車マナーにつき子
どもや高齢者が学ぶことのできるよう、引き続き取り組んでいく。

⑤区報・ホームページ・ＣＡＴＶ等による意識向上の啓発
　区は、広報紙やホームページ、ＣＡＴＶなどのメディアを通じて放置自転車の弊害や経費支出の現状を区民等に周知する。また、
警察も同じくホームページ等の広報手段により、自転車の正しい運転ルールの周知や自転車事故による現状などを紹介し、自転車
利用につきルールとマナーを守る意識の向上を図る。

⑥放置自転車クリーンキャンペーン等の継続実施
　区は、区民、鉄道事業者、道路管理者、警察、商店会、町会等の関係機関とともに、主要鉄道駅において放置自転車への啓発チ
ラシの貼付、および自転車利用者に対する駐車場の利用誘導を図る「クリーンキャンペーン」を継続実施し、その充実を図る。

（２）代替交通手段の検討

【事業計画】

施策内容

⑦自転車の歩道通行の検証・見直し
　警察は、道路管理者と協力しながら歩道通行可とされている道路について、自転車走行の現状を把握・検証し、適正な指定およ
び見直しを図る。

⑦自転車の歩道通行の検証・見直し

①自転車利用者の責務

②整理誘導員の配置強化

・施設管理者に対し随時実施

・常　　時

・交通安全指導のための警察官派遣を継続・推進
・啓発ビデオ等の教材の貸し出し

④教育現場・高齢者施設等での安全指導の継続実施

⑤区報・ホームページ・ＣＡＴＶ等による意識向上の啓発 ・広報による啓発活動の推進

・随時検証・実施

③関係機関への啓発活動

⑥放置自転車クリーンキャンペーンの継続実施
・池袋、巣鴨、目白に加え、放置の状況や自転車駐車場の整備
を踏まえ大塚、駒込などの駅に範囲を拡大し随時実施

（例）

第５章　施策の展開、重点施策
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②歩く大切さのＰＲ
　区は、近距離自転車利用者を主な対象に、駐車施設の整備目標以上に過剰な自転車利用の実態がある場合には、徒歩への切り
替えをＰＲし、自転車利用の抑制を呼びかけていく。

⑤返還事務の効率化
　区は、現在４０日となっている保管期間を短縮していく。また、警察は撤去自転車等の返還の短縮化に協力するため、区から要請
のあった防犯登録者の住所・氏名の照会につき速やかに回答する。

③原因者負担の適正化
　区は、放置自転車の撤去および保管に要する経費については、原因者負担の原則に基づき常に公平なものとなるよう心がけ、違
反者への周知および適正な手数料の徴収を行う。

④保管場所の集約・拡大
　区は、放置自転車の受け皿となる保管場所を安定して維持・確保するとともに、その撤去活動の推進に伴い保管場所集約・拡大
に努める。

２．放置自転車の整理、撤去、保管、処分など違法駐輪対策等の推進について

・池袋、目白での試行および検証
・他の自治体および鉄道事業者の導入実例の検証
・検証結果を踏まえ継続の有無を判断

（１）違法駐輪防止の徹底

①放置自転車の減少目標の設定
　区は、内閣府・東京都が毎年１０月に行う自転車および原付の放置台数につき、その減少目標および撤去台数の目標を掲げ、そ
の目標達成に向けて違法駐輪対策を推進する。

②歩く大切さのＰＲ

①バス等の他の代替交通手段利用の推進 ・代替交通手段の利用状況の調査、交通事業者との調整

・広報による啓発

③レンタサイクルシステムの検証

施策内容

③レンタサイクルシステムの検証
　区は、現在試行しているレンタサイクル事業については、自宅から駅周辺駐車場までの利用と、駅周辺駐車場から通勤・通学先等
の目的地までの利用の実態を検証し、利用者の需要、メンテナンスの手間あるいは自転車販売店への配慮など、メリット・デメリット
双方の面から今後の事業の継続につき再検討する。（西武鉄道さんの意見も第二分科会において聴く）

【事業計画】

②効率的な撤去活動の推進
　区は、放置自転車の撤去体制とその効果を検証し、各駅を中心とした撤去活動を効率的に実施する。

⑥新たな放置禁止区域の指定
　区は、現在放置禁止区域が指定されている駅周辺については、その放置の状況および駐車場整備・利用の状況に応じて、その
区域の範囲が適正なものであるか常に検証するとともに、大塚駅など放置が多くても放置禁止区域の指定がなされていない駅周辺
については、駐車場整備にあわせて適正な指定を行う。

⑦道路交通法に基づく指導強化
　警察は、道路交通法に基づき自転車運転者に対する安全運転の指導および悪質な運転の取締りを強化するとともに、特に原付
については駐車対策も含め適切な取締りの強化を行う。

⑧放置自転車のリサイクル事業の継続・推進
　区は、リサイクル資源の活用を推進するため、引き取り手のない撤去自転車の再生および発展途上国への譲渡につき、その事業
を継続・推進する。また、自転車販売業者等については、新車販売時等において廃棄自転車の適正な回収を働きかけていくととも
に、業者等の関係団体は協力する。

実施期間（前後期に分ける等）

⑨放置禁止区域以外の自転車放置抑制
　区は、放置禁止区域以外に長期に放置されている自転車についても警告を行い、円滑な撤去を推進する。また、区民に対し、私
有地に放置されている自転車に関しては、自己の責任において処分するよう、要請を徹底する。
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①遠距離利用者に対する利用優先順位の導入
　区は、需要過多の自転車駐車場等については、障害者および区民の利用を最優先し、区外利用者についての利用受付優先順
位の明確化を図る。

・長期放置自転車の撤去推進
・自己責任による私有地内自転車処分の周知と啓発

④保管場所の集約・拡大

⑤返還事務の効率化

③利用者負担の適正化

【事業計画】

施策内容

②効率的な撤去活動の推進
・放置自転車減少目標に併せ、撤去活動を維持・推進
・特に池袋・巣鴨の撤去を推進するとともに、大塚駅については
駐車場の整備にあわせ撤去活動を本格的に開始

・撤去保管手数料の適正な金額設定の維持

・再生自転車の活用・販売（年間概ね○○○台）
・再生自転車の海外無償譲渡（年間概ね○○○台）

⑥新たな放置禁止区域の指定

⑦道路交通法に基づく指導強化

・保管所を○箇所程度に集約し、さらに○○○○台を○年まで
に拡大することを目標とする。

施策内容

①遠距離利用者に対する利用優先順位の導入

②駐車場への利用誘導

・駐輪場から徒歩○○分（概ね○○○ｍ）以上の利用者を優先
するため規約を改正

③効率的駐車場運営の検討
　区および自転車駐車場設置者は、駅周辺の駐車場の運営につき、地域の特性に応じた開場時間の設定、防犯対策の強化、自転
車のスムースな出し入れのための設備の改良、わかりやすい案内板の設置などにより、その効率化および利便性の向上を図る。

【事業計画】

⑨放置禁止区域以外の自転車放置抑制

（２）駐車場の効果的利用方法の検討

②駐車場への利用誘導
 区・駅周辺の商店会・鉄道事業者は、互いの協力のもと、放置禁止区域内に自転車をとめようとする人に対し、駐車場等への利用
誘導を行う。

・放置自転車クリーンキャンペーンによる利用誘導。
・整理誘導員の配置強化
・地域の連携強化

実施期間（前後期に分ける等）

実施期間（前後期に分ける等）

・区内駅周辺放置台数を○○○○台まで減少
・撤去目標台数は○年間で○○○○台

・撤去の電算システム化
・保管期間を○○日に短縮

①放置自転車の減少目標の設定

⑧放置自転車のリサイクル事業の継続・推進

・大塚駅周辺に放置禁止区域を設定
・その他必要に応じ見直し・拡充

・安全運転指導、無謀運転の取り締まり強化
・原付、自動二輪の違法駐車取締り強化
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・指定管理者導入推進による効率的運営
・駅までの距離に応じた利用料金の設定
・地域特性をふまえた開場時間の設定（２４時間運営など）
・利用しやすい自転車ラックの随時導入
・わかりやすい案内板、誘導サインの整備

③効率的駐車場運営の検討

※まず、次回の第二分科会へ提案し検討を行う。

※関係機関の役割分担と責務
※協議会の将来の役割　　　　　　など

＊実態調査の結果や、条例、その他関連資料を添付する。

３．駐輪施設・走行環境の整備の推進について

第６章　計画の推進のために

資　　　料
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